
　

現
在
、
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
し
て
、
町
、
義

援
金
受
付
団
体
に
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
見
舞
金
と

し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
宮
城
県
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の

配
分
が
決
ま
り
、
そ
の
分
を
加
え
た
額
が
見
舞
金
に
な
り
ま
す
。

加美町災害対策本部だより（6月10日号）加美町災害対策本部だより（6月10日号）
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県
の
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害
義
援
金
分
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追
加
さ
れ
ま
す

　
現
在
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

に
対
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
義
援

金
を
見
舞
金
と
し
て
配
分
（
下
表
参

照
）
し
て
い
ま
す
。

　
町
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
に
つ
い

て
は
、
加
美
町
災
害
義
援
金
配
分
委

員
会
、
宮
城
県
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
災
害
義
援

金
配
分
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ

れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
、
義
援
金
受

付
団
体
（
日
本
赤
十
字
社
、
中
央
共

同
募
金
会
、
日
本
放
送
協
会
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
）
か
ら
の
義
援

金
を
加
え
、
被
害
の
種
類
や
程
度
に

よ
り
見
舞
金
と
し
て
町
が
一
括
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
住
家
被
害
で
は
、
全
壊
と
半
壊
の

間
に
、
新
た
に
「
大
規
模
半
壊
」
の

項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
義
援
金
の
配
分
を
受
け
る

に
は
町
税
務
課
が
発
行
し
て
い
る

「
り
災
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
余
震
が
続
い
て
い
ま
す
の

で
今
後
も
ご
注
意
願
い
ま
す
。

6/1　第56回　避難者

の支援についての検

討。同日、第３回加

美町災害義援金配

分委員会を開催し、

災害義援金（見舞金）

を協議。

◆災害対策本部の対応

加美町の受入人数
避難所：中新田交流センター

南相馬市　　11人
南三陸町　　49人
双葉町　　　　2人
避難者合計　62人

【６月７日現在】

町内家庭への避難者数
震災に伴う他市町村か
ら加美町への避難者数

人　数　　 114人

【６月７日現在】

南三陸町へ事務支援 放射線量測定結果

　南三陸町から福祉事務の支援要請が

加美町にあり、５月17～ 31日までの

期間、２名体制で派遣してきました。

　少しでも早い復旧・復興に向けて他

市町の職員と連携し、協力し合いなが

ら、介護認定事務のお手伝いを積極的

に行ってきました。

　福島県郡山市の下水処理場で、汚泥

と汚泥を焼却処理した溶融スラグから

放射性セシウムが検出されたことを受

け、宮城県が５月25日、中新田浄化セ

ンターの放射線測定（空間線量率〔μ

Sv/h〕）を実施しました。 

(測定値は５回の平均値で、１時間当

たりのマイクロシーベルト)

浄化センター門付近　…　0.09
脱 　 水 　 汚 　 泥　…　0.07
敷　地　内　土　壌　…　0.04

支援事務に携わる加美町職員

災害義援金の配分額一覧災害義援金の配分額一覧災害義援金の配分額一覧

問　保健福祉課　☎63－7870、税務課　☎63－3114（り災証明関係）

人的被害
死 亡 ・ 行 方 不 明

町義援金
15万

宮城県義援金
15万

義援金受付団体
35万

計
65万

１．人的被害 （単位：円）

住家被害
全　　　　　　　　壊
大　規　模　半　壊
半壊（大規模半壊除く）
　　　15～ 20％未満
　　　10～ 15％未満
　　　　5～ 10％未満
　　　　1～ 　5％未満
　　　　　　　1％未満

町義援金
15万
10万
　7万
　5万
　3万
　2万
　1万
　5千

宮城県義援金
10万
　7万
　2万
－
－
－
－
－

義援金受付団体
35万
18万
18万
－
－
－
－
－

計
60万
35万
27万
　5万
　3万
　2万
　1万
　5千

２．住家被害 （単位：円）

一
部
損
壊

※浄化センター門付近で0.09マイクロ
シーベルト。この値は10日間連続して
浴びても屋内退避基準（１万マイクロ
シーベルト）の約463分の１。



◆数々の支援に感謝
　町との災害協定等に基づき、多くの団体・企業か
ら食料品、生活用品など様々な物資を提供いただい
ています。このほか、個人からも多数支援をいただ
いています。下記は提供された物資の一部で、他は、
後日紹介させていただきます。（順不同、敬称略。５
月26日現在）
　これらの物資は、避難された方々への救援に活用
させていただきました。
•宮川とうふ店 ……………… 豆腐、油揚げ等
•㈱小田島アクティ ………… 低たんぱくご飯、デザート等
•㈱サン・アルシェ ………… 帽子等
•㈱アキヤマ　社長　足利芳則 … メン子ちゃんゼリー等
•古川黎明高校コーラス部 … おもちゃ、絵本、学用品等
•鈴木バラ園　鈴木義英 …… バラ、かすみ草等
•レストランＭＡＲＵＷＡ … 子どもマスク等
•㈱東進　東京営業所　大和谷篤夫 … バスタオル等
•ボランティア西条　樋詰和子（富山県高岡市）

 … マスク、フェイスタオル、水、杖等
•札幌友の会 ………………… パウンドケーキ等
•仙台友の会　尾出、伊藤 … 花等
•㈲石川薬局 ………………… 白衣等
•木菜子屋ファーム（小野田地区） … 五目ごはん等
•太子食品工業㈱ …………… 豆腐（木綿、絹ごし）等
•タカヨシ時計店　高橋克明 … 花粉飛散防止めがね等
•小川養園 …………………… 卵等
•石川商店 …………………… 米ヌカ（たけのこゆで用）等
•コペルハウス㈱　工事部長　高橋晃 … 肌着等
•セキスイハイムやくらいガーデン … プランター花等
•荻原会館　荻原信一 ……… 小説本等
•カマエ㈱　鎌田栄一郎 …… スイカ、トマト等
•㈱山和酒造店 ……………… 清酒等
•鳴瀬小学校ＰＴＡ ………… 運動着、バッグ、靴、衣類等
•町農村生活研究グループ　児玉栄子 … 煮タケノコ等
•㈱ヨークベニマル中新田店 … せんべい、ジュース等
•㈱東進　大和田進 ………… タオルケット、敷マット等
•㈳大崎歯科医師会 ………… 歯ブラシ、歯磨き粉等
•大崎保健所 ………………… アルコール手指消毒液等
•伊藤幹子（四日市場沖） …… 漬物等
•加藤とし（平柳） …………… にら等
•熊谷孝博（あさひ） ………… 山菜（こごみ）等
•福原やす子（大崎市） ……… 小松菜、草もち、絵本等
•早坂拓（原町） ……………… キーボード等
•猪股均（北永志田） ………… 盆栽等
•堀越律子（小泉） …………… パズル等
•ペ・ヨンジュン（韓国俳優） … 敷毛布等
•山岸敏郎（札幌市） ………… タオルケット等
•高見澤幸子（千葉県船橋市） … 夏物私服等
•井上純子（大崎市） ………… 靴下、オリーブオイル等
•門脇信子（下多田川） ……… 袋、絵本等
•早坂俊光（下新田上） ……… サラダホウレンソウ等
•伊　とも子（中新田城内） … 靴下、襟巻、帽子等
•井上康悦（菜切谷新田） …… タケノコ等
•佐々木十五夜（四日市場沖） … ホウレンソウ等
•芦立文子（新丁） …………… 花等
•佐藤秀雄、佐藤とも（羽場） … 小松菜等
•匿名 ………………………… テレビ等
•匿名 ………………………… コーヒー、クリープ、お茶等

問　加美町災害対策本部　☎６３－３１１１

◆義援金ありがとうございます

　義援金が多数寄せられ、心より感謝申し上げます。
今回紹介できなかった分については後日紹介させて
いただきます（順不同、敬称略。６月６日現在）
【銀行振込】
•ミヤギケンコクホレン ………………… 100,000円
•イシヤマコウギヨウ．ユ ………………… 100,000円
•ハヤシケイコ ……………………………… 10,000円
•イノウエコウイチ ………………………… 5,000円
•ナカジマヒロノリ ………………………… 12,961円
•ヤマダヒトシ ………………………… 4,688,126円
【現金持参等】
•後藤榮雄（下小路２） ……………………… 3,346円
•イオンスーパーセンター加美店 ………… 15,000円
•イオンスーパーセンター加美店
　　　　　パークゴルフ大会参加者一同 … 84,000円
•加美町婦人会 …………………………… 100,000円
•鳴瀬婦人会 ………………………………… 20,000円
•加美町障害者自立支援センター ………… 11,930円
•東京薬萊会 ……………………………… 396,000円
•マテラス青梅工業㈱　代表取締役　髙村幸宏 … 100,000円

６月６日現在　78件　20,407,367円

　広原コミュニティー推進協議会（青砥利次会長）が、
５月28日、中新田交流センターを訪れ、避難されて
いる方に見舞金を手渡しました。その後、上多田川
小学校の「ぶち合わせ太鼓」と広原小学校の「金管
バンド」が披露され、被災者を励ます演奏会が催さ
れました。
　また、旧暦の端午の節句の日に当たる６月６日、
広原長寿会が、交流センターに避難されている方の
無病息災を願い菖蒲の葉を提供しました。早速、交
流センターのお風呂に頂いた菖蒲の葉を浮かべ、さ
わやかな菖蒲の香り高い湯にゆったり入り心も体も
温まりました。

◆イベントで被災者を励ます

加
美
町
婦
人
会
様
か
ら
義
援
金

青
砥
会
長
（
左
側
）
か
ら

見
舞
金
が
手
渡
さ
れ
る　


